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【生徒会役員選挙を行いました】 
 11 月 22 日に、松浜中学校第 41 代白波会（生徒会）役員選挙 

を行いました。現１・２年生の中から、令和６年度の白波会会長、 

副会長を選出するための選挙です。選挙管理委員会を立ち上げ、告 

示、立候補受付け、選挙運動や立会演説会の実施、そして投開票と、 

社会一般に行われている選挙に準じた、松浜中の選挙規程によるも 

のです。柏崎市から、実際の選挙で使用されている投票箱と記載台 

を借用し、厳粛な雰囲気の中で一票を投じる責任を全校生徒が実体 

験しました。立候補者は、松浜中学校のさらなる発展に向けた公約 

を定め、自らの決意を堂々と表明することで、大きな成長の姿を示 

しました。新役員には、受け継がれてきた白波会の思いと実績を土台に、変化する時代 

に対応した新たなチャレンジにも期待しています。選出された新役員は次のとおりです。 

 

 
【小中合同の絆集会より】 

   荒浜小学校６年生と松浜中学校の全校生徒が一堂に会し、 

11 月 16 日に絆集会を実施しました。６～７人程度の 16 

グループに分かれ、「いじめをなくすために私たちができる 

こと」について、異学年の意見交流を行いました。自分が嫌 

だと感じる言葉や行動をいじめと関連させて考えた後、い 

じめをなくすための具体的な行動を真剣に話し合いました。学校が安心・安全な居場所 

であるために、一人一人が自分の言動を深く考え直す貴重な集会となりました。 

 
【県立高等学校の入試に関する変更点の情報です】 
 今年度の中学校３年生が挑戦する県立高等学校の入試から、出願や志願変更、合格者の

発表等がインターネット上で行われることとなりました。また、入学考査料の納付も、こ

れまでの収入証紙から、電子決済や振込等に変更となっています。 

私立高等学校では、すでに導入していた学校もある方法ですが、志願者が最も多い県立

高等学校での導入ということで、３年生の生徒及びその保護者を対象とした説明会を開

催し、具体的な日程や手続き等を確認しました。手続きの簡略化が進む一方、各家庭で行

う画面上の操作もあるため、学校でのフォローも行うこととしています。 

入試に関する詳細は、新潟県教育委員会のホームページで紹介されています。 
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【表彰の紹介です】   
 

 
 
【柏崎市長への手紙より】 
  地域の方から、「市長への手紙」に、次のような内容が寄せられたと、市教育委員会よ 

り連絡がありましたので紹介します。（一部抜粋） 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

 
地域、家庭ではぐくまれてきたこのような行いを、学校においても一人一人の成長に 

つなげられるよう、引き続き指導してまいります。貴重なお手紙をお寄せいただきまし 

た地域の方へ、紙面をお借りして感謝申し上げます。 
 
【12 月の主な予定】  

日（曜） 行事や活動等 日（曜） 行事や活動等 

５日（火） 全校朝会 19 日（火） 学習の確認テスト(３年) 

６日（水） 総合学力検査（１・２年） 20 日（水） 生徒会専門委員会 

10 日（日） 
吹奏楽アンサンブルコン

テスト 
22 日（金） 全校集会 

11 日（月） 学校預り金振替日 23 日（土） 冬季休業開始(～1/8) 

12 日（火） 
生徒朝会 

医師派遣の学習(１年)  
 
【日々の活動の様子をホームページに掲載しています】 
学校名で検索していただくか、下の URL またはＱＲコードから閲覧いただけます。 

日常の活動の様子も更新していますので、是非ご覧ください。 

 https://www.kenet.ed.jp/matuhama/ 

「税についての作文」 柏崎地区納税貯蓄組合連合会長賞  罍（３年） 

 

私が人生の中で、一番感動したある事がございました。 

これは松浜中の生徒のお話です。 

通学の途中、押しボタンの横断歩道で、松浜中の生徒が 2 人渡った後、左右の

車にお辞儀をし、頭を深く下げてくれました。 

なんて、なんて、そんな、涙が出そうになりました。すばらしい。 

松浜中ばかりじゃないかもしれませんが、世の中こんなすばらしい事が出来る

人がいる事自体、感動です。 

柏崎が、すばらしい人を育てていると実感しました。 

なかなか出来ない事を、もうこれ以上の事はないと感動しました。ありがとう

ございます。 
 


